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Summary. 我々は絵を描く描画行為自体を楽しむためのドローイング手法“ Slot Machine Drawing”を
提案する．本手法は，筒状のキャンバスを回転させながら絵を描くドローイング環境“Roll Canvas”を利
用し，それにサンプリング・リミックス機能を加え，発展させたものである．Roll Canvasは，回転するも
のに描くことから生まれる偶然性を利用するものであり，さらに，この偶然性を持つキャンバスの上で他の
ユーザの描いた絵をサンプリング，リミックスすることで無限のバリエーションを生み出すことができる．

1 はじめに

絵を描くことはペンと紙さえあればできる身近な
創造行為だと考えられる．しかし，一般の人にとっ
ては，何も描かれていない白い紙に絵を描くことは
容易ではなく，特に質にこだわるならばなおさらで
ある．そのため多くの人にとって創造行為は日常と
は距離のあるものとなっている．
本稿では，より絵を描くこと自体を楽しむための

ドローイング手法“Slot Machine Drawing”を提案
する．我々は，筒状のキャンバスを回転させながら
絵を描く（あたかも轆轤を回転させながら絵を描く
ような）ドローイング環境“Roll Canvas”の研究
を行ってきた [1] （紙面の都合からRoll Canvasの
詳細についてはWebSite[2]を参照のこと）．“Roll
Canvas”では，回転するキャンバスに自身の手を動
かして絵を描くことで，ユーザの表現意図を満足さ
せながらも偶然性を利用したテキスタイルデザイン
のような絵を描き出すことができる．Slot Machine
Drawingはこの環境にサンプリング・リミックス機
能を加え発展させたものである．
サンプリングとは他人の創作物の一部を流用する

ものであり，リミックスとは他人の創作物を再構築
するものである．これらは音楽のクラブムーブメン
トのDJによって発案されたものであり，音を編集
する行為自体がすでに表現行為であること示唆する
ものであった [3]．本提案では，このサンプリング・
リミックスをドローイングの中に取り入れた．

2 Slot Machine Drawing

2.1 実装

本システムは，ハードウェアは，PCとキャンバ
スを回転させるためのUSBレバー，そしてWacom
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図 1. ハードウェア

のタブレットモニタを使用している (図 1)．ユーザ
はモニタに直接ペンを当てキャンバスを回転させな
がら絵を描くことができる．GUIは描画領域である
“キャンバス”とスタンプ制作用，パラメータ変更
用，全体像を見るための各種“ダイアログ”，ドロー
ツール変更やダイアログ表示のためのボタンが並ぶ
“ツールバー”から成る．
本システムはペンや絵の消去といったドローイン

グソフトの基本的な機能を備えている．さらにキャ
ンバス以外にもスタンプを制作するための描画領域
を持つ Stamp Dialogを備えており，そこで描かれ
た絵はスタンプとして，回転するキャンバスにスタ
ンプを押すように描画することができる．

2.2 サンプリング・リミックス

スタンプは自身で描いた絵以外にも他のユーザが
描いた絵を利用することができる．Stamp Dialog
を閉じると自動的にユーザの描いたスタンプがスタ
ンプ保存用フォルダへ保存される．スタンプを利用
してキャンバスに絵を描く時，キャンバスを広く使
うために Stamp Dialogを閉じて絵を描く．そのた
めスタンプ保存用フォルダへ次々にユーザの描いた
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図 2. インタフェース

絵がたまっていく．Stamp Dialog内のLOADボタ
ンを押すと保存されている絵をランダムにサンプリ
ングし利用することができる (図 2)．サンプリング
された絵は，そのまま利用することもでき，さらに
描きたしたり消したりすることも可能である．
本システムは他のユーザの描いた絵の上にさら

に描くことができる．ツールバー上の消去ボタンを
押すと自動的にキャンバスに描かれている絵がキャ
ンバス保存用フォルダへ保存される．そして View
DialogのLoadボタンを押すと保存されている絵の
中からランダムにロードされる．ユーザは他のユー
ザの描いた絵を読み込み描き足し，新しい絵を生み
出すことができる．
他のユーザの作ったスタンプを利用し，他のユー

ザの描いた絵を再構築する．回転するキャンバスは
偶然性を生み，これらの要素が合わさることで新し
い絵が生まれ，ユーザは無から絵を創造することな
く絵を描く事を楽しむことができる．さらに自身で
描いた絵は自動的に保存され他のユーザのサンプリ
ング・リミックス素材として利用される (図 3)．

図 3. 描画例

図 4. 展示風景

3 おわりに

Slot Machine Drawingは，半主体的創造性とサ
ンプリング・リミックス機能を持つドローイング手
法である．筒状のループ構造の中から次から次へと
無限に絵が生み出される創造的な環境になっている．
Slot Machine Drawing は，Austria の Linz にて
2007年 9月 5日から 9月 11日まで開催されたArs
Electronica[5]に出展された．来場した多くの人が
Slot Machine Drawingで絵を描くこと楽しんでい
るようだった．なお Slot Machine DrawingはArs
Electronica Centerにて一年間常設展示されている．
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